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専門講座５「令和時代の儲かる経営術＆儲かる働き方・自分の評価をあげる方法」
ランチョンセミナー
学生対抗要穴カルタ大会

　会場ホワイエには、体験コーナー・業者展示・縁日・お土産コーナーも設置して、講座だけなく会場全体を楽しんでいた
だける大会となっております。
　その中でも目玉は、公開講座に漫画「コウノドリ」主人公のモデルにもなった荻田先生がご登壇されます。とても貴重な
機会ですので、皆さまのご参加をお待ちいたします！
　大会内容につきましては、大会ホームページ（上記QRコード）にてご確認ください。　

いよいよ全国大会開催まであとわずかとなりました。大会プログラムのご紹介です。

会　期

懇親会

開催方式
会　場

令和５年１０月２１日（土）・２２日（日）
現地開催（大会申込者限定アーカイブ配信あり）

スターゲイトホテル関西エアポート（大阪府泉佐野市りんくう往来北１番地）

スターゲイトホテル関西エアポート ４F 鳳の間（参加費 10,000 円）

観光案内
犬鳴山（左）
修験道体験もできる温泉地

泉州タオル館（右）
日本タオル発祥の地

第１8 回 公益社団法人 日本鍼灸師会

全国大会 in 近畿
全国大会in近畿PV全国大会in近畿HP

▲

「わが街、はり・きゅうのある暮らし～バック・トゥ・ザ・鍼灸～」

 主　　　催　公益社団法人 日本鍼灸師会　  　　　　　　主　　　管　公益社団法人 日本鍼灸師会 近畿ブロック
 担　　　当　公益社団法人 日本鍼灸師会 近畿ブロック　 支援事業者　西鉄旅行株式会社 　　
 大会事務局　第１８回 公益社団法人 日本鍼灸師会全国大会 事務局
　　　　　　 〒５３０－００3７ 大阪府大阪市北区松ヶ枝町６－６　　公益社団法人 大阪府鍼灸師会 事務局内
　　　　　　 ☎ 06 － 6351－ 4803　FAX 06 － 6351－ 4855



　「食養生」の考え方は日本と中国とで異なり、中国では理

論に則った中医学の治療のひとつですが、日本では健康を保

つための知識程度であるのが現状です。漢方診療の現場で演

者が遭遇した生活習慣の修正が必要な実例を出しながら、日

ごろの臨床に役立つように、古典の知識から昨今の食養生の

現状などを概説します。患者さんへの生活指導のファースト

ステップとして活用していただくとよいでしょう。

　未来工学研究所の小野直哉先生に、私たち鍼灸師を取り巻

く現状から未来までを４部作にしていただきました。国内だ

けでなくグローバルな視点でも解説していただいております

ので、鍼灸業界や鍼灸師としての今後向かうべき方向性の示

唆にしたいものです。

　第１部「日本が抱える社会的課題」　

　第２部「日本の鍼灸の現状と課題」

　第３部「世界が抱える社会的課題」　

　第４部「日本の鍼灸に必要な方策」　

ＮＥＬＳ 専門領域研修コース（ＰＤＳ）第７弾配信のお知らせ
８月１１日より、「専門領域研修コース（ＰＤＳ）第７弾」の配信を開始いたしました。

国際医療福祉大学 成田病院　並木 隆雄先生 未来工学研究所 小野 直哉先生

ＰＤＳ０１- ０３ 
オムニバス講座「食養生の話」

ＰＤＳ０１- ０６

「日本鍼灸の未来を考えるために」

［会員］マイページ機能 新設のお知らせ
　研修委員会では、ｅラーニングコンテンツの有料配信システムの一部を転用し、［会員］マイページ機能を新設しました。
　［会員］マイページは、日本鍼灸師会会員のための、個人専用のインターネットサービスです。ご登録をいただくと、
会員の皆さまの登録基本情報、研修受講履歴（ＮＧＫシステム利用者）、日本鍼灸新報送付先、労災保険・賠償保険の
加入状況、鍼灸ネットへの登録状況の確認が可能となり、ご自身で個人情報の変更も可能です。

　２４時間３６５日、いつでも無料でご利用いただけますので、ぜひご活用ください。
（研修委員会）

　「臨床基礎コース ( ＣＦＳ )」を修了していない方でも受講可能となっておりますので、 ぜひこの機会に「生涯研修コー

ス ( ＬＥＳ )」および「専門領域研修コース ( ＰＤＳ )」を ご視聴いただきますようお願いいたします。

（研修委員会）
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【日　時】２０２３年（令和５年）８月２６日（土）
　　　　　 １５：００～１５：１５
【場　所】としま区民センター会議室（６０１・６０２）
【代議員数】総数９０名、定足数４６名
【出席代議員数】本人出席３名、書面による議決権行使者数

７８名、委任状出席３名、棄権者１名
【役　員】理事１３名、監事２名
【オブザーバー】岡田事務局長
【司　会】永島業務執行理事
【議　長】野村森太郎代議員、秋元良公代議員
【議事記録】永島業務執行理事
【議事録署名人】議長、副議長、議事録署名人
１．開会の辞　
　安田副会長より開会の辞が述べられた。
２．会長挨拶　
　中村会長より挨拶が述べられた。
３．議長・副議長の選出
　司会の永島業務執行理事から指名された野村森太郎議長

と秋元良公副議長が席につき、野村森太郎議長から定款第
１９条の規定による定足数の確認がおこなわれ、過半数の出
席を認め、本総会の開会を宣し、議事に入った。
４．代議員総会の議事経過の要領およびその結果
【決議事項】
　決議事項の３件につき、担当の小林副会長より、議案上程
に至るまでの経緯を簡潔に説明した。
第１号議案　役員選任規程変更の件

　議長は、役員選任規程を変更する件について採決を求め
たところ、委任分を含め挙手６名、議決権行使書による賛
成７７名、合計８３名の承認を得られたことを報告した。

第２号議案　役員の報酬等および費用に関する規程変更の件
　議長は、役員の報酬等および費用に関する規程変更の件
について採決を求めたところ、委任分を含め挙手６名、議
決権行使書による賛成７７名、合計８３名の承認を得られ
たことを報告した。

第３号議案　会員外監事選任の件
　議長は、小山義則氏を監事とする件について採決を求め
たところ、委任分を含め挙手６名、議決権行使書による賛
成７７名、合計８３名の承認を得られたことを報告した。

5．審議の終了　
　野村議長は以上をもって本日の議事を終了した旨を述べら
れた。
6．閉会の辞　
　児山副会長より閉会の辞が述べられ、１５時１５分に閉会した。

（報告：法人管理委員会）

２０２３年度臨時代議員総会 開催報告

新監事紹介

　このたび、外部監事に就任いたしました税理士の小山義則です。
　超高齢社会の日本において、鍼灸師の役割はとても大きいものと思います。ま
た、今後は美容・スポーツの現場でもさらに必要とされることでしょう。
　７０年を超える歴史ある日本鍼灸師会のこれからの発展のため、微力ではあり
ますが、お手伝いさせていただきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

4 日本鍼灸新報 No.687



【日　時】２０２３年（令和５年）７月１２日（水）
   ２０：００～２１：３５
【場　所】Ｗｅｂ会議
【出席者】１８名（理事１６名、監事２名）
【司　会】小林（潤）
【議　長】中村
【議事記録】 岡田
【議事録署名人】中村、監事（２名）

【議　題】
１．報告事項

　小林副会長より配布資料について、追加、質問事項の
有無を確認した。

２．審議事項
　第１号議案　各委員会委員選任の件

 　永島業務執行理事から、委員会名簿の表について説明
があり、数名の委員について、変更等の報告があった。
　また、赤字項目の理由について確認がなされた。その
結果、議長より各委員会委員の選任の賛否について挙手
を求めたところ、全員賛成で承認された。

　第２号議案　臨時代議員総会に小山義則税理士を会員外の
監事として議案上程する件

 　永島業務執行理事から趣旨説明がなされた。議長より、
賛否について挙手を求めたところ、１名の反対を除き、賛
成多数で承認された。

　第３号議案　役員選任規程の一部改正についての件
 　永島業務執行理事から趣旨説明がなされた。議長よ

り、賛否について挙手を求めたところ、全員賛成で承
認された。

　第４号議案　役員の報酬等および費用に関する規程の一部
改正についての件

 　永島業務執行理事から趣旨説明がなされた。理事から
報酬額と移動のための交通費は報酬額に含まれるという
ことについて、異議があり修正された。議長より、賛否
について挙手を求めたところ、１名の反対を除き、賛成
多数で承認された。

　第５号議案　臨時代議員総会の開催についての件
　　永島業務執行理事から趣旨説明がなされた。議長よ

り、賛否について挙手を求めたところ、全員賛成で承
認された。

　第６号議案　ＭＬおよびグループメールへの移行・運用方
法の件

　　是元業務執行理事から趣旨説明がなされた。各委員
会担当の業務執行理事から、メーリングリスト変更に
よる過去データ利用の有無について質問があった。是
元業務執行理事から問題ないとの説明があった。議長よ
り、賛否について挙手を求めたところ、全員賛成で承
認された。

　第７号議案　第６回災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講
習会およびＤＳＡＭ会議への旧委員参加の件

　　是元業務執行理事から趣旨説明がなされた。議長よ
り、賛否について挙手を求めたところ、全員賛成で承
認された。

　第８号議案　　１Ｆリーシングの件
　　岡田事務局長から、前回、７月３日開催の理事会の

承認事項についての経緯と今回の大林歯科医師からの
借り増しの上程内容について説明がなされた。議長よ
り、賛否について挙手を求めたところ、全員賛成で承
認された。

　第９号議案　青年補助事業についての件
　　田中業務執行理事から、趣旨説明がなされた。議長よ

り、賛否について挙手を求めたところ、全員賛成で承認
された。

　第１０号議案　東京海上日動火災保険代理店変更の件　第１０号議案　東京海上日動火災保険代理店変更の件
　　小林副会長から、緊急に追加上程された件だと報告　　小林副会長から、緊急に追加上程された件だと報告

があった。新名業務執行理事から、趣旨説明がなされがあった。新名業務執行理事から、趣旨説明がなされ
た。数名の理事から、代理店変更に伴うメリットや問た。数名の理事から、代理店変更に伴うメリットや問
題が発生の有無について質問がなされた。議長より、題が発生の有無について質問がなされた。議長より、
賛否について挙手を求めたところ、全員賛成で承認さ賛否について挙手を求めたところ、全員賛成で承認さ
れた。れた。

３．報告事項
１) Ｚｏｏｍアカウントの管理者を指名（パスワードの再

設定も予定）
２) 理事研修会の内容について（８月２６日(土)１８～２０時）

４．その他
　　議長より、これからは理事の意見が反映できるように、

各理事の方も議案上程する時は、１週間前には提出してい
ただきたいと依頼があった。

５．監事講評
　（報告：法人管理委員会）

第５回理事会報告
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【日　時】２０２３年（令和５年）

 第１回 ７月６日（木）１３：００～１５：１０

 第２回 ９月７日（木）１３：００～１５：００　

【場　所】東洋医学総合はりきゅう治療院 一鍼　
【出席者】第１回４名（児山副会長、愛知県警察署刑事課３

名）／第２回３名（児山副会長、愛知県警察署刑
事課２名）

【内　容】
　愛知県の某鍼灸院で起こった患者へのお灸による火傷の
件で、日本鍼灸師会に施灸実演検証の依頼があり協力をし
ました。
　６月３０日、７月３日・５日に、電話にて施灸について

聴取がありました。本件は温灸での火傷であり、実際に施
灸していてどのように火傷が起こるのかを検証したいとの
ことで、７月６日と９月７日に実演をしました。人形に実
際に温灸を乗せ火をつけて検証し、写真・動画撮影につい
ても協力しました。
　客観的な立場で基本的な施灸の実演をおこなうことによ
り、本件が解決に向かうべく協力することは本会の重要な
業務であると考えております。
　なお、会員の皆さまの臨床におかれましては、ご承知の
ことと思いますが、患者には施灸についての説明をおこな
い、患者との信頼関係づくりを大切にしていただくようお
願いいたします。

（副会長 児山俊浩）

施灸実演検証 警察署に協力

担 当 副 会 長　 委 員 長 と 役 職 委　　　　　員

小林 潤一郎 健保委員会 中塚 良則　　（岩　手）
研修事業・会員相互
扶助事業担当（公１・
他１：健保）
福祉事業担当（公２：
地域ケア推進）
法人管理担当（他１：
法人管理）
健保委員会 委員長

（公１・他１）

委員長　 大山 道子　　（茨　城）
　小林 潤一郎 （DK 専任）牧 正明（愛　知）
副委員長 山本 林太郎　（島　根）
　菅野 幸治　　　　　　　
　平野 健一（京　都）
地域ケア推進委員会 上條 弘明　　（長　野）
委員長 日野 智之　　（福　岡）
　菅野 幸治 藤森 文茂　　（山　梨）
副委員長
　近　ちあき（新　潟）
法人管理委員会 日野　 博　　（神奈川）
委員長 渡邊 悠紀　　（千　葉）
　永島 茂雄
副委員長

【総務】河原　保裕
【会計】是元　佑太

児山 俊浩 広報普及 IT 委員会 廣橋 久美子　（大　阪）
研修事業担当（公１：
国際）
公衆衛生事業担当

（公３：広報普及 IT・
危機管理・国際・ス
ポーツ鍼灸）
法人管理担当（他１：
スポーツ鍼灸）
スポーツ鍼灸委員会 
委員長（公３・他１）

委員長 佐合 基樹　　（愛　知）
　田中 一行 瀧本　 一　　（三　重）
副委員長 野村 森太郎　（東　京）

【広報】矢津田 善仁 飛塚 峻介　　（東　京）
【広報】寺川 華奈 佐藤 寛崇　　（宮　城）
【普及】川井 大輔 小松 直之　　（長　野）
【ＩＴ】是元 佑太
危機管理委員会 佐藤 寛崇　　（宮　城）
委員長 君島 美佐子　（東　京）
　是元 佑太 樽井 敏郎　　（新　潟）
副委員長 村上 高康　　（静　岡）
　日比 泰広（京　都） 高木 謙輔　　（岡　山）
　小林 厳 杉若 晃紀　　（大　分）
国際委員会 五味 哲也　　（東　京 )
委員長 寺川 華奈
　南　治成
副委員長
　新名 美恵
　川井 大輔

スポーツ鍼灸委員会 井坂 有杏　　（東　京）
委員長 小峰 拓也　　（埼　玉）
　児山 俊浩 石川 亮一　　（山　梨）
副委員長 三宅 なつえ　（大　阪）
　是元 佑太 森口 一也　　（兵　庫）
　小林　厳

安田 政寛 研修委員会 木暮 守宏　　（群　馬）
研修事業担当（公１：
学術・研修）
会員相互扶助事業
担 当（ 他１：組 織・
DK・青年）

委員長 加藤 竜二　　（北海道）
　荒木 善行 菊池 友和　　（埼　玉）
副委員長 西村 理恵　　（教　員）
　永島 茂雄 飛塚 峻介　　（東　京）
　田中 一行 柿内 孝弘　　（鹿児島）
   今村 頌平 ( 長　野 ) 安原 和人　　（香　川）

前嶋 拓也　　（和歌山）
奥田 一道　　（三　重）
三村　 聡　　（福　島）

学術委員会 山口　 智　　（埼　玉）
委員長 中村 宏孝　　（千　葉）
　河原 保裕 渡辺 悠紀　　（千　葉）
副委員長 森　 孝史　　（埼　玉）

　永島 茂雄 （蔵書のデータ化・管理 
専任）

【全国大会】要　信義 寺川 華奈
組織委員会 武内 　潔　　（東　京）
委員長 菅野 徳幸　　（北海道）
　新名 美恵 稲井 一吉　　（宮　城）
副委員長 高田 幸枝　　（岐　阜）
　河原 保裕 飯塚 季也　　（滋　賀）
　川井 大輔 国澤 光陽　　（高　知）

古賀 慶之助　（福　岡）
青年委員会 加藤 竜司　　（北海道）
委員長 三浦 秀隆　　（宮　城）
　田中 一行 稲垣 明子　　（東　京）
副委員長 北　 虎哲　　（富　山）
　川井 大輔 清藤 直人　　（大　阪）

伊坂 仁志　　（山　口）
梶原 旬矢　　（福　岡）

公益社団法人日本鍼灸師会 新役員
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【日　時】２０２３年（令和５年）９月３日（日）

　　　　　１０：００～１３：００

【会　場】札幌サンプラザ

【出席者】１４名

　　　　　日鍼会：中村会長・児山副会長、北海道１２名

■議　題

１．令和４年度事業報告および収支決算報告について

 　総務部長より、新型コロナ感染拡大防止のため中止

の事業もあったが、学術講演会等はハイブリッド開催

をおこなったと説明。財務部長より詳細な収支決算報

告があった。

２．令和５年度事業計画および収支予算報告について

 　総務部長より、引き続き新型コロナ感染に注意しな

がら、学術講演会や治療院見学会等、学術普及啓発活

動をおこなっていくとの説明。財務部長より詳細な収

支予算報告があった。

３．日鍼会の事業方針計画および経過報告

 　中村会長より今後の日鍼会の方向性についての詳細

な説明、児山副会長より各委員会の担当者・活動内容

・方向性について詳細な説明があった。

４．日鍼会への質問および要望事項

 　北海道からの保険証のマイナンバーカード移行によ

る取扱い方法、電子申請についての進捗状況、療養費

の料金改定、会員数会員種別に関する質問について、

中村会長より詳細な説明があった。また、往療内訳表

の書き方、電療料の算定、施術報告書の記載内容およ

び算定可能月についての要望があり、中村会長より対

応していくとの回答があった。

５．次年度北海道ブロック会議開催日程を令和６年９月８

日（日）と提案し、会議を終了した。

（報告：北海道鍼灸師会会長 菅野徳幸）

　

【日　時】２０２３年（令和５年）７月１６日（日）
　　　　　１３：００～１６：００
【会　場】かながわ県民センターホール
【出席者】 日鍼会２名、群馬３名、埼玉４名、東京４名、
 神奈川１７名、新潟２名、山梨２名、長野４名、

千葉３名、茨城３名、栃木２名、
 セイリン株式会社２名
■議　題

１. 日本鍼灸師会小林副会長より、２０２３年度定時代議
員総会においての事業計画、２０２３年度運営方針の
報告

① 日本鍼灸師会ブランドの確立に向けた事業全体におけ
る連携 

② ペーパーレス化 ・ＩＴ化による事業や組織の「見える
化」と迅速化 

③ 会の財産である「新会館」の有効利用
④ｅラーニングによる全国の会員に対する受講機会の増

加と平等化
⑤ 鍼灸師が活躍できる場の拡大
⑥ その他、ＮＥＬＳの活用や新プラットフォーム、近畿

ブロックでの全国大会 など
２. 日本鍼灸師会からの報告について質疑応答、新プラッ

トフォームについて補足
３. 各師会からの報告
４. 師会長会議（司会：神奈川県鍼灸師会 清水会長）
①関東甲信越ブロック長の選出について 

　 坂本一志氏（茨城県）が選出された。
②ブロック長選出についてのルール作り
　　・任期は 2 年とし再任は妨げない。
　　・副会長は会長が任命する。 
③関東甲信越ブロック会議の開催場所について
 　開催場所を首都圏でという意見があったが、遠方か

らは交通手段によりコストがかかりメリットが無いと
の理由で原則現地開催とし、その都度ブロック会議に
おいて開催担当師会の意見をうかがい決定することに
なった。 

④ブロック内の周年行事におけるご祝儀について
 　 各 師 会 の 創 立 周 年 行 事 に 於 い て １ ０ 年 単 位 で

２０，０００円の協力を求める。５年ごとは求めないと
する。

⑤その他、メーリングシステムをＧ - ＭＬという方式に変
更

５. 分科会議（司会：神奈川県鍼灸師会 藤田副会長）
   テーマ：会員の増加の具体的な方法について

・ 学生会員制度や新入会制度を活かし正会員への移行
・ 県内に鍼灸養成校がない県師会もあり、将来的な I 

ターン、U ターンを促すために関東甲信越ブロックが
協調し広く後進とつながり育てる風土づくりが必要。

・多店舗展開（グループ接骨院）が多くあり、業団入会
意識に影響している。

　　　　　　　　（報告：関東甲信越ブロック長 坂本一志）

２０２３年度  北海道ブロック会議２０２３年度  関東甲信越ブロック会議

全国ブロック会議報告
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【日　時】２０２３年（令和５年）９月９日（土）・ ９月１０日（日）
【会　場】ホテルセントヒル長崎（９日）１４：００～１７：３０
   出島メッセ長崎（１０日）９:００～１１:４５

【出席者】 ２４名　
 日鍼会：中村会長・安田副会長、佐賀２名、
 福岡１名、熊本１名、宮崎１名、鹿児島２名、
 沖縄１名、長崎１４名
　一日目は、高比良長崎県師会長・古賀九州ブロック長・
本部役員の挨拶に始まり、参加者の自己紹介へと続いた。
会議は、古賀九州ブロック長が議長を務め議事進行がなさ

２０２３年度  九州ブロック会議
れた。まず、各県師会の事業報告と今年度の事業計画につい
て各県より報告がなされた。日鍼会現況報告については、安
田副会長から各委員会の説明がなされた。中村会長は、今
年度はどのような日鍼会にしたいかという気持ちを熱弁さ
れた。その他、福岡県の古賀会長より、看護師への施術サ
ービスのため看護連盟と協定を結んだが、知名度も上がり
福利厚生の一環にもなるので各県で取り組んでほしい旨、
話がなされた。　　
　二日目は会場を出島メッセ長崎に移動し、古賀氏を議長
に議事進行がなされ、日鍼会への各師会要望事項への回答
については、書面にて配付した。主な内容は、自賠責保険
やマイナンバーカードおよび同意書拒否問題についての質
疑応答であった。また、業界の諸問題について、会員数減
少への対策や、同意書６疾患とその他、同意書有無の是非、
自賠責保険の問題について意見が交わされた。九州ブロッ
ク長の選任については古賀氏が再任され、次期開催は佐賀
県の担当で、来年９月７日(土)・８日(日)に開催することと
なった。会議終了後、医師であり鍼灸師でもある南島原市
の寺澤佳洋先生が挨拶に来られ、意見交換をおこなった。

（報告：長崎県鍼灸師会副会長 中村陽一）

詳細は日鍼会ホームページ
（https://www.harikyu.or.jp/7952/）をご確認いただくか、
お問い合わせください。

（広報普及ＩＴ委員会）

・各都道府県鍼灸師会主催の行事や研修会、普及活動
　（比較的大規模なもの）
・社会活動や慈善事業、災害支援
・市民公開講座や出前授業
・綬章や著しい功績
・研究、意識調査、書籍発行
・国際貢献、国際会議
・多職種連携、医療連携
・その他アピールしたいニュース　など

プレスリリース対象ニュース

都道府県鍼灸師会の「プレスリリース」をお手伝いします。

　日本鍼灸師会では契約するプレスリリースサービスを通じ、ＴＶ局・新聞・雑誌・ニュースサイトなど最大１，０００名の
記者へ情報を発信しています。
　「プレスリリース」とは、報道発表資料のことです。企業や団体が、報道関係者に向けて自社のニュース （＝新規
情報）を簡潔にまとめた文書のことを指します。日本鍼灸師会が主体でおこなう事業のほか、各都道府県鍼灸師会・
会員個人の活動も発信を始めています。皆さんの活動を世の中にアピールしませんか？！
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　令和５年７月３０日（日）、第６回ＤＳＡＭ災害支援鍼
灸マッサージ師合同育成講習会を、愛知県稲沢市の中和医
療専門学校にて開催しました。今回は前半を座学、後半を
演習という形でおこない、酷暑にもかかわらず、多くの方
に現地で受講していただきました。
　第一部は（一社）日本臨床衛生検査技師会政策調査課 主
任専門員の板橋匠美先生による「深部静脈血栓症（ＤＶＴ）
について」の講習でした。ロングフライト血栓症（エコノ
ミークラス症候群）について、熊本地震や平成３０年７月
豪雨の事例を中心に、発症機序、災害時の静脈血栓ができる
条件（ウィルヒョーの３条件）を分かりやすく解説していた
だきました。特に血栓生成機序の説明では、「マッサージで
は場合により血栓を押し上げてしまう可能性がある」とも述
べられ、我々にとって興味深い内容でした。また、日本臨床
衛生検査技師会における災害対策への取組みや活動内容の
紹介があり、多職種連携の重要性を再確認させられました。
　第二部は災害医療基礎講座。前半は、ＤＳＡＭ委員の古
田高征氏が「避難所」についての講義をおこない、①避難
所の種類 ②開設と運営 ③留意点について、鍼灸マッサージ
師ができること等を説明し、災害の種類によって変化する
避難行動や災害に合った避難場所を市町村のホームページ
で平時から確認しておくことの重要性を述べました。
　後半では、ＤＳＡＭ委員の是元佑太氏より「災害救助法」
の解説がなされました。概要や沿革、目的と話を進め、難解
な法律について、我々の活動にかかわる部分を抜粋して解説
されました。また、情報はアップデートされていくという話
のなかで、災害医療の中で学ぶＣＳＣＡＴＴＴは、保健衛生
の観点からは「避難者と施設や物資をつなげる」「手を差し
伸べる」ことが重要で、ＣＳＣＡＨＨＨに置き換えられると
述べました。
　第三部は国立病院機構静岡医療センターの理学療法士でＤ
ＭＡＴ隊員の浅野直也先生の指導で「段ボールベッド組み立
て演習」をおこないました。参加者はワイワイ楽しく、競い
合いながら組み立てていました。手順書をよく読まなかった
グループはパーツの向きを間違えたりしていましたが、向き
さえ合えば感覚的に組み立てられ、意外と早く完成させてい
ました。今回２種類のベッドを組み立てて実際に寝心地を試

してみましたが、少々固さが気になるものの、床や畳に直に
寝ることを思うと、断然段ボールベッドの方が良いと感じま
した。
　その後、教室を移動し、講師は引き続き浅野先生が担当
で、避難所アセスメントやクロノロジーの書き方などを解
説していただきました。次に、六つの班に分かれ、ＤＳＡ
Ｍ委員がファシリテーターとして各班に付いて「避難所運
営ゲーム（ＨＵＧ）」をおこないました。自己紹介後、班
名やリーダーを決め、その他受付担当、ロジ担当、など役
割分担を決めてからいよいよゲーム開始です。待った無し
で各班に付いたファシリテーターからカードの内容が読み
上げられ、順次避難所運営者として対応していかなければな
りません。今回の参加者はかなり優秀な方ばかりで、戸惑い
ながらもすぐに理解し、災害の混乱している状況において
適切な行動をとれており、意識の高さを感じました。

　ゲーム終了後、隣の班を訪問する避難所に見立ててアセス
メントを取りに行くというアセスメント演習をおこないまし
た。避難者をどのように配置しているのか、整理はできてい
るのか、ライティングシートは見やすく書けているか、など
他の班を見ることで自分たちの足りていない部分を見つけ、
自分の班に帰った後、反省点を話し合ってもらいました。
　一日をとおして、参加者からはかなりの高評価をいただき、
充実した時間を過ごしていただけたと思います。

（報告：危機管理委員会 杉若晃紀・君島三佐子）

第６回ＤＳＡＭ災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会報告
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鍼灸師養成大学における基礎・臨床研究の紹介

　　 

　坐骨神経痛に対する治療法の一つに坐骨神経鍼通電療法
があります。この療法で用いられる刺鍼点はいくつか存在し
ますが、その刺鍼部位としてより安全性が高いとされた坐骨
結節―大腿骨間部（渡邊健ら．全日鍼灸会誌．71(1)104-
113.2021）において、より確実に坐骨神経近傍にアプ
ローチできる刺鍼点とその同定のための触察法について画
像解剖学的検討（渡邊健ら．全日鍼灸会誌．72(2)132-
143.2022：2022 年高木賞奨励賞受賞論文）をおこないま
したのでご紹介いたします。
　同２骨間部周囲における刺鍼点としては一般的に「坐骨結
節下端と大転子を結ぶ直線上の内側１／３点」が用いられて
きましたが、必ずしも一定した再現性が得られていないとの
報告があります。この従来の方法では、離れた骨指標に加え、

「１／３」といった視認的で不確実な基準を用いていること
から、刺鍼点の同定にはばらつきが生じる可能性が高いと推
測されます。また、「１／３」という設定そのものが誤って
いる可能性もいくつかの論文で指摘されています。臨床上、
触察を特に重要な手段としている視覚障害を持つ「はり師」
にとっては一層困難な方法であるといえます。そこで、坐骨
神経の走行に関して個体差が小さく、かつ明瞭で近接したラ

ンドマークを有する刺鍼点、およびその同定のための触察法
について研究いたしました。
　本研究ではまず、坐骨結節―大腿骨間における坐骨神経走
行の特徴について、既存のＣＴ画像を用いて検討しました。
それにより、坐骨神経は同２骨間隙において、ハムストリン
グの腱・大腿方形筋・大殿筋に囲まれて走行していることが
わかりました。また、坐骨神経は大転子から小転子の高位に
移行する過程で坐骨結節側から大腿骨側へと移動する傾向
があり、その間の大転子下縁の高位では間隙のほぼ中央を走
行していることが全例で観察されました。この部位は坐骨結
節・坐骨・大腿骨頸部・大転子・小転子で囲まれており（図
１）、この中央部を体表上で観察してみると少し凹んで見え
るとともに触察では柔らかな陥凹として触れることができ、
また周囲の坐骨結節外側と大腿骨内側の骨縁を大殿筋を介
して明瞭に触知することができました。よって、同陥凹部
中央を刺鍼点（dimple between the ischial tuberosity 
and the femur：ＤＩＦ点）とし（図１）、その同定のため
の触察法を以下のように設定しました。

①  大転子と坐骨結節尾側端を触知し、それらを結ぶ線上
にある陥凹部を触知する。

②  同陥凹部において、坐骨結節外側縁（陥凹部内側）、大
腿骨内側縁（陥凹部外側）の２骨縁を触知する。

③  上記２骨縁を触知しつつ、下双子筋を介して大腿骨頸
部（陥凹部頭側）、大腿方形筋を介して小転子（陥凹部
尾側）を触知し、陥凹部中央であるＤＩＦ点を同定する。

　健康ボランティアの協力を得て、実際に上記触察法により
ＤＩＦ点を同定し、同点腹側直下を超音波画像を用いて観察
したところ、皮下脂肪により深部の描出が不良であった例を
除いた全例で直下に坐骨神経が確認されました。
　ＤＩＦ点は、明瞭で近接した指標による触察法で容易に同
定可能です。また直下に坐骨神経が走行していることから、
坐骨神経鍼通電療法において安全性に加え再現性の高い刺
鍼点であり、本学の医療センターをはじめ、既に多くの臨床
現場で活用されています。

渡邊　健 1.2）、鮎澤　聡 1.3）

1) 筑波技術大学 保健科学部保健学科鍼灸学専攻
2) 銀の森治療院
3) 筑波技術大学 保健科学部附属東西医学統合医療センター

坐骨神経鍼通電療法における安全
性・再現性の高い刺鍼点（ＤＩＦ点）
とその同定のための触察法

図１.  坐骨結節-大腿骨間陥凹部周囲の骨構造とDIF点（◎）のシェーマ

　今回は筑波技術大学から２０２２年に高木賞奨励賞を受
賞された論文のご紹介です。鍼灸治療の対象の中でもポピュ
ラーな症状の一つである坐骨神経痛。これまで学習してき
た方法よりも、より確実に坐骨神経近傍をとらえることの
できる触診法について述べられています。　　

（広報普及ＩＴ委員会）
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筑波技術大学保健科学部附属東西医学統合医療センター

外観 施術室 リハビリ室

ハラスメント相談窓口を開設しました

　かねてよりご要望のありました、「ハラスメント相談窓口」の設置が完了しましたのでお知らせいたします。
ハラスメントというデリケートな問題であることや個人情報保護の観点から、第三者機関に窓口を設けました。

公益社団法人 日本鍼灸師会

窓 口 機 関 吉田労務コンサルティング

窓 口 担 当 者 伊藤枝理子（社会保険労務士）

窓口電話番号 ０７０-８９１０-９０８８

窓口対応時間 平日（吉田労務コンサルティング営業日）
９時００分～１７時００分

対 象 者 日本鍼灸師会会員

相談可能範囲 施術所等の職場および鍼灸師会におけるハラスメント全般
※患者にかかわるハラスメントについては対象外です。
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世界マスターズ水泳選手権２０２３九州大会　ケアボランティア活動参加報告

　この大会は、世界各国から２５歳～９５歳のアスリート
が約１０，０００人参加する大会です。今回のボディケア
参加の条件は、①あはき師であること ②事前に実施される
研修に参加すること（１回） のみでしたので、「このチャ
ンスに！」とエントリーし、ケアボランティアとして三日
間参加してきました。

　ボディケアルームは（公社）福岡県鍼灸マッサージ師会 
スポーツ鍼トレーナー部会が中心となって運営していまし
たが、この部会は独自の研修制度を設けているそうで、今
回はその研修を修了し認定を受けた先生が主としてケアを
担当。ほかにも県内鍼灸マッサージ師・養成学校教員・養
成学校学生が参加されていて、そのチームワークの素晴ら
しさに感心しました。連日１００～２００名程度の選手が
訪れ、ケアを受けた方は延べ１，５００名超といったとこ
ろでしょうか。国際大会のため外国人の方が多数参加され、
ケアルームも国際色豊かでした。外国人選手とのコミュニ
ケーションに英会話ができることはプラスになりますが、で

　２０２３年８月４日（金）～１１日（金・祝）に、福岡県で『世界マスターズ水泳選手権２０２３九州大会』が開催され
ました。メイン会場の福岡市のマリンメッセ福岡では、（公社）福岡県鍼灸マッサージ師会 福岡スポーツ鍼トレーナー部会
が主体となりボディケアルームを設置しました。本会からも十数名の会員がケアボランティア活動に参加されたので、３名
の参加者の方に寄稿していただきました。

きなくてもケアができれば何とかなるものでした。
　これまでに、地元でマラソンのボディケア活動には何度
も参加していますが、水泳選手のケアは初めてでしたので
「これでいいのかな？」の連続でしたが、笑顔で「ありが
とう」と帰っていく選手に救われました。最初にケアした
高齢の日本人女性。シャキシャキと歩き、筋肉質な上半身
で身体つきがタダ者ではないな、と思いながらケアをした
ところ、「私、実は昔オリンピックでメダルをとったこと
あるのよ」とニッコリ笑顔でおっしゃいました。種目によ
って筋肉の付き方が違うことを触って学び、ケアの方法を
他の先生の手技を見て学ぶ…経験して学ぶことが本当に多
い、充実した三日間でした。
　運営をされていた福岡県鍼灸マッサージ師会の先生方、
各地からケアに参加された先生方、学生の皆さま、大変お
世話になりありがとうございました。

（大阪府鍼灸師会 新名美恵）

　私は８月８日（火）～１１日（金・祝）に、Ｂｏｄｙ Ｃａｒｅ 
Ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ に参加してきました。会場内に“Ｂｏｄｙ Ｃａｒｅ 
Ｒｏｏｍ”が設置され、選手の皆さんに鍼治療・マッサージ・
ストレッチを提供する活動は、毎日が Ｅｘｃｉｔｉｎｇ で Ｗｏｎｄｅｒｆｕｌ 
で、もうとにかくメッチャ楽しかったです。先生方、学生の
皆さん、合わせて約９５名の“チーム”でしたが、学生さん
たちのご活躍が目覚ましかったです。アスリートへの対応
もスタッフ間のコミュニケーションも明るく爽やかで、キ
ラッキラ輝いていました。枯れたオッサンが忘れていたも
のを思い出させてくれました。
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　選手たちにはお世辞抜きで大変好評だったようです。
１日に複数回来る選手も少なくありませんでした。連日
２００名を超える選手にご利用いただき、一番多かった日
は２９０名のご利用がありました！！
　水泳の大会の特徴で、“Ｓｔｙｌｅ１”（得意種目）のほかにも
う１種目、さらにチームで Ｆｒｅｅ Ｒｅｌａｙ や Ｍｅｄｌｅｙ Ｒｅｌａｙ  
に出る選手が多く、そのため、１日に３レース、４レース
と出るようなことになります。
　疲労を除去しながら１日に数レース出るため、１本泳ぐ
毎に Ｒａｃｅ - Ｃｏｏｌ ｄｏｗｎ - Ｗａｒｍ ｕｐ というルーティーンを
繰り返します。そのルーティーンを Ｗａｒｍ ｕｐ - Ｒａｃｅ - Ｃｏｏｌ
ｄｏｗｎ - Ｂｏｄｙ Ｃａｒｅ - Ｗａｒｍ ｕｐ といった具合に、ルーティー
ンの中に Ｂｏｄｙ Ｃａｒｅ Ｒｏｏｍでのｔｒｅａｔｍｅｎｔ も入れてくださ
る選手がたくさんいらっしゃることに途中で気づきました。
　やはり肩背部の主訴が多く、１日に何本もレースに出る
ため疲労で固くなり、可動域が狭くなっていると訴える選
手がとても多かったです。レース前の施術はほぐすことと
ともに、ＰＮＦで神経と筋肉の促通を促し、“スイッチ”を
入れる施術をするととても喜ばれました。
　ドイツの女性選手を担当させていただいたとき、彼女は
「こんにちは。よろしくお願いします。」と日本語で挨拶
してくれました。どこで日本語を勉強したのか聞くと、
“Ａｔ ｈｏｍｅ, ｂｙ ｍｙｓｅｌｆ!!”とのことでした！！子供の頃か
ら日本の漫画やアニメ、文化や歴史に興味があって、独学
で日本語を勉強したそうです。 日本に来るのが夢で、子ど
もの頃からやっていた水泳の大会で日本に来る夢が叶って

とても嬉しいと言っていました。
　現場には感動や驚き、Ｅｘｃｉｔｉｎｇ な出来事が溢れています！
また多くの先生方とご一緒できることを楽しみにしており
ます。

（東京都鍼灸師会 天野恵一郎）

　『世界マスターズ水泳』という大きな舞台で、鍼灸のみな
らず多くのことを学ぶことができました。特に世界大会とい
うこともあり、英語の大切さは身に沁みて感じました。
　また、各地方で活動されている多くの先生方の治療を拝
見・勉強できたことや、日本人選手をはじめ外国人選手の
治療に携わることができたのはとても貴重な経験であり有
意義な時間でした。今回の経験を活かしながら、今後もこ
のような機会があればぜひ参加したいと思います。

（大阪府鍼灸師会 小田晴可）
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労災保険の募集について
　ひとり親方のあはき師も、労災保険に加入することができるようになりました。
　労災保険は、労働者の業務災害・通勤災害を補償する制度で、格安な費用で手厚い
補償が受けられます。治療費用の全額、休業４日目から基礎日額の８０％、障害等級
に応じた年金や一時金、死亡時にはご家族へ年金や一時金支給等のさまざまな補償が
受けられます。日鍼会会員の方は会員料金でのお申込みが可能です。
　ご加入を希望される方は、日本あはき師厚生会のホームページからお申込みくださ
い。労災特別加入のお申込みや、「こんな場合は加入できるの？」など労災保険に関す
るお問い合せは、すべて日本あはき師厚生会へお願いいたします。同会ホームページ
からもお問い合せ可能です。

E-mail：info@ahaki-rousai.jp ／ TEL：03-5944-9010 ／ FAX：03-5944-9020
（組織委員会）

https://ahaki-rousai.jp/

賠償責任保険のご案内
　日本鍼灸師会では、三井住友海上火災保険（株）と東京海上日動火災保険（株）、２社の賠償責任保険を取り扱って
います。都道府県師会ごとに、どちらかの保険会社となります。保険会社の変更を希望される師会は、ご連絡ください。
　また、２０２３年度（２月始期）の東京海上日動火災保険の賠償責任保険を申し込まれた方は、お手元の「加入者証」
の内容を必ずご確認ください。「加入者証が届いていない」「せっかく３億円補償プランを申し込んだのに金額が間違え
ている」「オプションでサイバー補償をつけたはずなのについていない」等ありましたらご連絡ください。

               E-mail：soshiki.jama@gmail.com　     件名：「賠償責任保険」の件
（組織委員会）

全国大会で組織委員会のブースを出展します！

　令和５年１０月２１日・２２日、日本鍼灸師会近畿
ブロックによる全国大会の開催が近づいてきました。
　私たち組織委員会もブースを設け、賠償責任保険・
労災保険・日鍼会保障プラン・準会員制度・賛助会員
制度など、会員の皆さまからのご相談にリアルにお答
えできる場をご用意しております。
　全国大会に参加される方はお気軽に組織委員会ブー
スにお立寄りください。お問合せ等はメールにてご連
絡ください。

E-mail:soshiki.jama@gmail.com　     件名：「全国大会組織委員会ブース」の件
（組織委員会）
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２０２３年度行事予定
※予定のため変更になる場合もあります。

年月日（曜日） 代議員総会 理　事　会 全国師会長会議

 11 月１2 日（日） ○

 12 月  3 日（日） ○

２０２4 年   １月28 日（日） ○

 ３月24 日（日） ○

■全国ブロック会議予定
ブロック名 開催予定日 開　催　地

東 海 北 陸       １０月 ８日（日）・ ９日（月・祝）  富 山 県

■関連行事
会議等名称 開催予定日 開催予定地

全国保険部長会議 11 月 23 日（木・祝）   オンライン開催

全国学術部長会議 11 月   3 日（金） オンライン開催

全国青年部長会議    2 月  １８日（日） オンライン開催

第１８回日本鍼灸師会全国大会ｉｎ近畿 10 月 21 日（土）・22 日（日） スターゲイトホテル関西エアポート
( 大阪府泉佐野市 )

※第１９回日本鍼灸師会全国大会ｉｎ福岡：２０２４年１０月２６日（土）・２７日（日）（みらいホール＆カンファレンス／福岡県福岡市）

販売価格は、５０部で１，０００円です。※別途、消費税・送料がかかります。
ご注文は日本鍼灸師会事務局宛に、メールまたはＦＡＸでお願いいたします。

　日本鍼灸師会 事務局 E-mail:info@harikyu.or.jp ／ FAX:03-5944-5087
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健保委員会）

「はり・きゅう保険ガイド」改訂のお知らせ
「はり・きゅう保険ガイド」の同意期間と署名の説明部分を改訂しました。

（外面） （内面）
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（公社）日本鍼灸師会Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
https://www.instagram.com/nihon_89.official/

（公社）日本鍼灸師会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/profile.php?

id=100057107634076

日本鍼灸師会公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ・Facebook のご案内
　鍼灸関連の情報をすぐにお届けするために、日本鍼灸師会公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍをおこなっています。
鍼灸に関するお知らせ、鍼灸師の日常に関する身近なことなど、さまざまな内容を発信したいと思います。
お気軽にフォローをお願いします。
　また、Ｆａｃｅｂｏｏｋでも、テレビ番組、研修会、健康サポートや東洋医学に関することなどを情報配信しています。
そちらもぜひ、チェックしてみてください。

（広報普及ＩＴ委員会）

■物故者 1 名　謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

都道府県 氏　名

奈　良 枡田　安弘 R5.  9.  3(71 歳 )

■入会者１３名　ようこそ日本鍼灸師会へ。ご活躍を期待しております。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名 都道府県 氏　名

福　島 渡邉　基彦 東　京 佐々木　大地 愛　媛 尾崎　訓子

茨　城 川澄　秀昌 東　京 清水　晶子 愛　媛 日置　真奈

栃　木 井上　叶美 東　京 種市　敢太 福　岡 馬場　明子

栃　木 平木　直美 東　京 堀江　玲華 熊　本 西　剛佑

埼　玉 熊谷　陸

会員の異動（２０２３年７月１日～ ２０２３年９月１５日）

代議員補欠選挙結果のお知らせ
公益社団法人日本鍼灸師会

代議員選挙管理委員会
委員長　深澤 栄一

　石川県の代議員補欠選挙について、９月１８日に補欠選挙を実施した結果、無投票当選で下記の者が代議員となり、
翌日公示しましたことをお知らせいたします。

石川県選挙区（１名）：中村 智彦
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日鍼会 会務報告（２０２３年 7 月 1 日～ 9 月２０日）

 ７月
４日（火） 三井住友海上火災保険北海道師会の件（Ｗｅｂ会議）
５日（水） 第３回組織委員会（Ｗｅｂ会議)、日本機能訓練指導員協

会運営会議（日本柔道整復師会館）、外部監事候補者との面談
（日鍼会会議室）、第２回学術・研修合同委員会（Ｗｅｂ会議）

６日（木） manaable操作説明会（ゴールドPart２）（Ｗｅｂ会
議）、火傷の件で愛知県警察署からの施灸実演検証依頼対応（東
洋医学総合はりきゅう治療院一鍼）、第２回青年委員会会議（Ｗ
ｅｂ会議）

８日（土） 国民のための鍼灸医療推進機構第１回運営委員会（東京
医療専門学校四谷校舎）、島根・鳥取合同保険研修会　師会役員
との意見交換会（弥栄）

９日（日） 島根・鳥取合同保険研修会　研修会（米子コンベンショ
ンセンター）、第１回正副会長会議（Ｗｅｂ会議）

１０日（月） 日本あはき師厚生会　臨時理事会（Ｗｅｂ会議）、
アールワイ保険サービスと担当者交代挨拶（日鍼会会議室）、東京
海上日動火災保険令和６年２月始期募集打合せ（Ｗｅｂ会議）、第
６回ＤＳＡＭ講習会についてのミーティング（Ｗｅｂ会議）

１３日（木） 第４回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１４日（金） 第２６回「あん摩マッサージ指圧、はり・きゅう療養

費検討専門委員会」（日鍼会会議室Ｗｅｂ会議）、第２回正副会
長会議（Ｗｅｂ会議）

１６日（日） 第２６回日本臨床脳神経外科学会のセイリンの鍼展示
ブースへの説明員の派遣（ライトキューブ宇都宮）、関東甲信越
ブロック会議（かながわ県民センター、崎陽軒本店）

１９日（水） ＪＬＯＭ第３回推進会議（Ｗｅｂ会議）、第１回健保
委員会会議（Ｗｅｂ会議）

２０日（木） 第４回灸規格委員会ＷＧ会議（Ｗｅｂ会議）
２３日（日） 明治国際医療大学矢野前学長叙勲祝賀会参列（ホテル

グランヴィア京都）
２４日（月） 東京海上火災保険賠償責任保険　令和６年２月始期募

集打合せ②（Ｗｅｂ会議）、第６回ＤＳＡＭ講習会についての
ミーティング（Ｗｅｂ会議）、第１３回「鍼灸電子カルテ参照仕
様の策定に関する会議」作業部会（Ｗｅｂ会議）

２５日（火） 第４回組織委員会（Ｗｅｂ会議）、第２回あはき等法
 推進協議会（Ｗｅｂ会議）
２６日（ 水 ） 東京海上火災保険賠償責任保険代理店変更の件通知
  （ふれあい貸会議室八重洲松岡）、第２９８回実務者協議（厚生労働

省）、広報普及ＩＴ委員会会議（Ｗｅｂ会議）
２７日（木） 第５回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）
２８日（金） 第４回manaable導入のための戦略会議（Ｗｅｂ会議）
２９日（土） 認定機能訓練指導員実務者研修ベーシックコース（日

本柔道整復師会館）
 災害支援鍼灸マッサージ師合同委員会（ＤＳＡＭ）会議および災

害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会（中和医療専門学校）
３０日（日） 茨城県鍼灸師会地域ケア部講習会（茨城県水戸生涯学

習センター小講座室）

 8月
２日（水） 国民のための鍼灸医療推進機構第１回会議（新橋駅前ビル）

３日（木） アフラックがん保険募集打合せ（日鍼会会議室）、日鍼
会保障プラン募集打合せ（日鍼会会議室）、三井住友保険取扱い
提案打合せ（日鍼会会議室）、第１回国際委員会会議（ルノアー
ル秋葉原電気街口店）

６日（日） 全国組織共済担当者会議（Ｗｅｂ会議）
７日（月） 第３回学術・研修合同委員会（Ｗｅｂ会議）
８日（火） 第１回スポーツ鍼灸委員会会議（Ｗｅｂ会議）
９日（水） 施術管理者研修用テキスト改訂の打合せ（Ｗｅｂ会議）
１０日（木） 第３回正副会長会議（日鍼会会議室）、第６回地域ケア

推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１８日（木） 第１回危機管理委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１９日（土） 第５回組織委員会（Ｗｅｂ会議）
２１日（月） 広報普及ＩＴ委員会会議「日本鍼灸新報」編集引継ぎの

打合せ（Ｗｅｂ会議）
２２日（火） 第７回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）、正副会

長会議（Ｗｅｂ会議）
２３日（水） 第２９９回実務者協議（厚生労働省）
２９日（火） 日本あはき師厚生会臨時理事会（Ｗｅｂ会議）
３１日（木） 豊田土橋リウマチクリニックとよた鍼灸サロンＨＡＬ

グランドオープン前訪問（豊田土橋リウマチクリニックとよた鍼
灸サロン）、地域ケア担当者会議（Ｗｅｂ会議）

 ９月
２日（土） 北海道ブロック会議対策話し合い（札幌市内）
３日（日） 北海道ブロック会議（札幌サンプラザ）
４日（月） 第６回組織委員会（Ｗｅｂ会議）、第１４回「鍼灸電子

カルテ参照仕様の策定に関する会議」作業部会（Ｗｅｂ会議）
７日（木） 火傷の件で愛知県警察署からの施灸実演検証依頼対応２

回目（東洋医学総合はりきゅう治療院一鍼）
８日（金） 第５回正副会長会議（Ｗｅｂ会議）
９日（土）～１０日（日） 九州ブロック会議（ホテルセントヒル長崎・

出島メッセ長崎）
１０日（日） 第３１回施術管理者研修の見学とテキスト改訂について

の打合せ（ＡＰ新橋）
１１日（月） ＪＬＯＭ２０２３年度定時総会（Ｗｅｂ会議）
１２日（火） 第５回灸規格委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１３日（水） 社会保障審議会 医療保険部会 あん摩マッサージ指圧

師、はり・きゅう療養費検討専門委員会事前レク（Ｗｅｂ会議）
１４日（木） 第８回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）、第６

回正副会長会議（Ｗｅｂ会議）
１５日（金） 全国学術部長会議事前打合せ会議（Ｗｅｂ会議）
１７日（日）～１８日（月） ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修第１５回アドバ

ンスコース（ＪＩＣＡ東京）
１９日（火） 東京海上火災保険賠償責任保険新代理店打合せ（日鍼

会会議室）
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編集後記
　このたび日本鍼灸師会の役員選挙にて理事となり、この『日
本鍼灸新報』を発刊する広報普及ＩＴ委員の委員長になり多
くのことを感じました。
　まず、今号は矢津田副委員長が居なければ出来上がってお
らず、そして、前任であり副会長になられた児山先生にも助
けていただいたお陰です。では、なぜこんな役立たずの自分
が広報普及ＩＴ委員会に居座っているのか。それは、現状の
広報普及は残しつつ、新しいステップの広報普及をおこない
たいからです。
　「新しい」とは何か。それは、もっと会員以外の鍼灸師・
鍼灸学生、そして、鍼灸を受ける側の一般の方に、鍼灸や鍼
灸師、そして日本鍼灸師会を知っていただく活動です。ただ、
その未来を語る前に、広報普及ＩＴ委員会の仕事を目の当た
りにして、『日本鍼灸新報』をはじめ、メルマガなど、多く
の委員が時間と労力を割き、会員内外に有益な情報を届けよ
うと尽力していることに感動しつつ、何もできない自分との
対比に心が折れそうにもなりました。そんな場面でも、委員
や他の理事、事務局の方々にも助けられているのを実感しま
した。だからこそ新しい活動で、必ず助けてくださった方や
日本鍼灸師会にも「会員増強」と「会の活性化」という恩返
しをして鍼灸業界を盛り上げていきます。                         

（田中一行）

　今号より、田中一行広報普及ＩＴ委員長とともに、『日本
鍼灸新報』の編集に携わることになりました。
　実際にやってみると…これがまたタイヘン！最初に校正作
業等を含めたスケジューリングに始まり、あちらこちらへの
原稿依頼・受取・校正から送信作業まで、スキームを理解し
ていないうえでの慣れない作業にてんやわんやでした。特に
今号は全国大会の申込み締切りに間に合わせたいとの想いか
ら、かなりタイトにスケジュールを組んでしまい、いろいろ
な方にご迷惑をおかけしたと思います。
　これだけの作業を前委員長の児山先生が、ほぼ一人でこな
していたかと思うと頭が下がる思いです。それと同時に、こ
れからしばらくの間、この作業が続くのかと思うと心が折れ
そうです（笑）が、モチベーションを上げつつ、会員の皆さ
まが読みたくなるような誌面にしていこうと思っています。

（矢津田善仁）

公益社団法人

田中一行・矢津田善仁・廣橋久美子・佐合基樹・野村森太郎・飛塚俊介

準会員 大募集中 ！
鍼灸学校学生、鍼灸免許取得３年以下、鍼灸学校専任教員の
皆さまにご入会いただける日鍼会準会員を募集しています。

お知り合いで上記条件に該当する方がいらっしゃいましたら、ぜひ、日鍼会準会員へご入会をお勧めください。

詳しくは、日鍼会ホームページにて 「日本鍼灸師会　準会員」 とご検索ください。

※都道府県師会の会員募集活動にも、日鍼会準会員制度をご活用ください。ご不明な点は、日鍼会組織委員会までメー
ルにてご相談ください。また、日鍼会の紹介動画を作成しましたので、ご希望の師会はご連絡ください。

　　　　　　E-mail：soshiki.jama@gmail.com 　件名：「準会員」の件
（組織委員会）

そのほか特典満載！

・年会費が無料です。
・日鍼会の賠償責任保険に加入が可能です（免許取得者のみ）。
・日鍼会のｅラーニングを無料で受講可能です。
・日本あはき師厚生会を通じて労災保険に会員料金で加入できます。

主な特典
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※室内の温度設定約25℃の場合

設定温度59～63℃
燃焼時間約7～8分

ハード

設定温度 49～53℃
燃焼時間 約6～7分
※室内の温度設定約25℃の場合

ソフト
ユニコ らくらく灸

※室内の温度設定約25℃の場合

設定温度57～60℃
燃焼時間約7～8分

レギュラー

W80mm×H120mm

日本鍼灸新報 _広告掲載 CMYK

『日本鍼灸新報』メール送信のご案内

　社会的なＩＴ化の進行にならい、本会においてもペーパーレス化ならびに経費節減のため、２０２４年１月発行の『日
本鍼灸新報』新年号より、マイページにご登録のメールアドレス宛に、誌面郵送ではなくメールにて送信をさせていた
だきます。
　マイページで日本鍼灸新報送付先を「メール送信」とされている方には、移行期間として本号から誌面郵送ではなく
メールにてお送りいたします。つきましては、必ずマイページにメールアドレスのご登録をお願いいたします。
　なお、引き続き誌面での郵送をご希望の方は、マイページの日本鍼灸新報送付先で「自宅郵送」あるいは「治療院郵
送」を選択してください。メールアドレスをお持ちでない方には、誌面郵送にて対応させていただきます。
　何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報普及ＩＴ委員会）

「賛助会員」募集中です！
　日本鍼灸師会の活動にご賛同される方はどなたでもご登録いただけます。
　詳しくは、日本鍼灸師会ホームページの下記ページをご覧ください。

https://www.harikyu.or.jp/join/memberlist/
　
　はり師きゅう師以外の方で日本鍼灸師会の情報（各講習会等）が欲しい、講習を受講したいという方、また、
会員向けの広告をお得に掲載したい個人や企業の方がおられましたら、ぜひお勧めください。          （組織委員会）
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●受付開�⽇

10/16(⽉)〜先�順にてなくなり���了
※受付⽇前のお申�みはできません。

●お申�み��

「セイリンHP」からお申�みください。

※10/16(⽉)�8�00からアクセスできます。

＼

 

�

 年 ⼤ ご � � ！
 

∕

2024年セイリンオリジナルカレンダー
�売についてのご�内

セイリン株式�� https://www.seirin.jp

お��いは、クレジットカードまたはコンビニ決�※となります。
※�金�了�のキャンセルは�来かねますのでご了�ください。
※申�から2�間�内にお��いいただけない場�は、⾃動キャンセルになります。

●発�について

・先�順にて受付し、11/16(⽉)より順�発�いたします。
 ご�金���の発�となります。申��すぐの発�ではございません。

●�売価�

1�300円、10�単�
でのみ受付いたします。

※����のため、�くなり���了いたします。
※��、お申�み回�に�らず�料�料となります。

●その他��事項

・電�またはFAXでの受付は⼀切できません。
 セイリンHPにてお申�みください。
・1件のご��に�し、�付先は1ヶ�とさせていただきます。

患者様や⼤切な⽅へプレゼントして
鍼灸の啓蒙活動にお役⽴てください！

／

／
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森ノ宮医療学園出版部　出版物のご案内

〒537-0022　大阪市東成区中本4-1-8
https://book.morinomiya.ac.jp

ご注文・お問い合わせは出版部まで

TEL 06-6976-6889 FAX 06-6973-3133
koudoku@morinomiya.ac.jp

創刊号 伝統医療と国際標準
第２号 あはきと診療ガイドライン　
第３号 あはきと「医業類似行為」
第４号 あはきと費用対効果　
第５号 ｢モクサアフリカ」とは何か　

第６号 患者さんの権利について　
第７号 あはきQ&A　 
第８号 あはきの近未来　
第９号 伝統医療のことばを探す
第10号 あはき現代史と私

定価：998円（税込・送料別）バックナンバー全巻セット8,800円（税・送料込）

あはきの今を知り、未来を考える

『Tehamo』は、「て」「はり」「もぐさ」
を意味します。あん摩マッサージ指圧
師・はり師・きゅう師の皆さまに向け
て情報を発信していくこと、そして医
療者の皆さまや患者さんたちとつなが
るツールを目指しています。

関節リウマチの治療とQOL/慢性の痛み対策基本法案とは
｢痛み｣へのアプローチ/国際標準キャッチアップ
睡眠障害を治療する/あはきと視覚障がい
帯状疱疹・帯状疱疹後神経痛の治療とQOL/あはき業界マップ
Long COVIDのケア&キュア/WEBから見たあはき・2022年秋
訪問治療/往療と東洋医学/あはきの宣伝/広告と広報
難病への東洋医学的アプローチ/あはきのリアルワールドデータ

定価 2,310円（税込・送料別）　定期購読 年3冊 5,979円（税・送料込）

（2021年6月より『鍼灸OSAKA』と『あとはとき』の内容を踏襲し新雑誌『Tehamo』に
リニューアルしました）

No.111 お灸の再生
No.112 鍼灸院に求める｢スタンダード｣とは
No.113 原因不明の腰痛を治す
No.114 瞑眩、それとも鍼あたり？
No.115 今こそ『補腎』！
No.116 往診・往療・出張施術
No.117 刺絡2－次世代へ向けて－
No.118 社会鍼灸学と鍼灸社会学
No.119 新たな国民病、慢性腎臓病への
　　　　鍼灸治療
No.120 WFASがやってくる
No.121 触診力をつける
No.122 プライマリ・ケアと鍼灸
No.123 産前産後の鍼灸治療【PDF版】
No.124 鍼灸とボランティア・NPO

No.125 依存症への鍼灸治療
No.126 伝統医療振興基本法(仮称)を考える
No.127 パーキンソン病とQOL
No.128 鍼灸研究の最前線

No.130 私の得意穴
No.131 終末期・高齢者をみつめる緩和ケア
No.132 難治性腸疾患へのケア
No.133 女性の健康寿命をアップする
No.134 点灸と道具を使ったお灸
No.135 未来へ向けて、小児鍼治療
No.136 耳鼻咽喉科疾患を治療する【PDF版】
No.137 膝の痛みと手の痛み
No.138 冷えと冷え症－鑑別と治療－【PDF版】
No.139 眼科疾患への治療
　　　　－鍼灸・漢方・マッサージ【PDF版】

No.129 ｢五十肩｣と｢いわゆる五十肩」

定価：133号まで2,136円（税込・送料別）134号～139号2,310円（税込・送料別）PDF版1,833円

鍼灸臨床専門誌

創刊号
2号
3号
4号
5号
6号
7号
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詳
細
は
こ
ち
ら
→
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筋活性化研究会は、各専門分野の研究者や臨床家が、骨格筋についての
正確な知識と治療法などを探求・共有しともに成長することを目的とし
たオンラインコミュニティです。 
 

これからの時代を生き残る為の手法

根拠に基づいた、正しい治療法が全てを解決します。 
新しい学びに触れたい方はぜひ！ 

筋活性化研究会 
会長 中辻 正 https://renewing-online.com 
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個別学校見学 開催中

お気軽に

お問い合わせください


